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北大水産象報

24(2)，59-62.1973. 

ウキゴリの甲状腺の発生.組織形成とJ131のとりこみ開始

高越哲男*

Development of the Thyroid Gland in a Goby， Chaenogobius 
urotaenia. Histogenesis and Initiation of the Uptake of J131. 

Tetsuo TAKAGQS田*

Abstract 

The developmen色ofthyroid gland in a goby， Chaenogobiu8 uro臨時ia，w拙
examined hiaもologically. The fertilized eggs required 18ω19 days aゐabout150 

Cもohatch. 四時金Yjust，晶fもerhatching， were 5.4ω5.5mm inもot晶Ilengぬ.
The thyroid anlage developed as an evagin抗ionfrom the ventro・medianfl∞r 
of pharynx at 5伽ys品加rfert他 ation(2.3 mm embryo in total length). Con-
tinuously，曲。晶nlagew制自epa.r晶旬dfromもhephaηnx晶ndgrew inωa epiもhelial
cyst wi出品阻，vity. The c晶vitydia晶，ppearedand the anlage was identifiedωa 
disk， somewhat spindle日hape，when the embryo， 7 dβy日晶f旬rfertilization， 
reached 3.2 to 3.3 mm in length. Many follicular lumina appe晶，redin the anlage 
of thyroid gland ofぬeembryo (3.6もo3.7 mm in lengもh)抗 8to9d晶，ysafter 
fertilization. The 曲目inophiliccolloid m品ぬrialhowever was noも自eeninもhe
thyroid gl岨 dat七hissぬge. The follicul町 lumin晶 werefilled wiぬ ωlloidmaterial 
abo凶ぬetime of haもching.
Au色oradiographswere obtained from an embryo kept for 1 hour or 3 hours in 

品目01凶ioncontaining 40μci/ml of 1.181 The silver grains were not observed in 
加もoradiographsob句，inedfrom関 ctionof the anlage ofもhyroidgland inもhe
embryo (3.2色o3.3 mm in length) a.t 7伽ysatiもerfertilization. The si1ver grains 
were found m品inlyover the folliculぽ lumena.ndぬeωllsin auω，radiographs 
obtained from section of the embryo (3.6もo3.7 mm in length)抗 8to 9 d晶，ys
ati句，rfertiliz抗ion. 11Il-bound proもein，prob品，blythyroglobulin， is synthesized in 
the thyroid gland ofぬeembryo reaching 3.6色o3.7 mm in length. Furもhermore，
there泊晶 posibilitythatぬethyroid cells resorb the 1131-bound pro飴in仕omthe 
follicular lumen. 

緒言

甲状腺は脊椎動物IL存在する重要な内分泌器官の一つであり，多数の甲状腺減胞よりなる。成魚で

は下顎の結合組織中IL存在するが癖出の頃は腹大動脈の近くに見られる 1)ーの。

硬骨魚類甲状腺発生についてはサケ科で見られているが， Atlantic salmonでは咽頭床の塊状癌起

として生じの叉ブラウン・トラウトとニヲマスでは咽頭床の肥厚部から由来する 630

著者はウギゴリの甲状腺原基が咽頭床の膨出部として発生する ζとを観察し，また p31のとり乙み

開始期IL闘して得た知見を報告する。

・北海道大学水産学部発生学遺伝学講座 (Lαbora必ry01 Embryology and 仇倒的，Facul勿 01
Fiiheriω， Hokkaido Univer8ity) 
現在福島県水産獄験場Present:(F旬bωMmaP.γゆcturalFi8hereiωE叩eri仰向talStation) 
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との研究を遂行するに際し終始御指導を頂いた新山英二郎教授，浜田啓助教授に厚く御礼申し上げ

る。山崎文雄博士，小野里坦修士には日頃御指導を頂き， そして放射性同位元素の取扱いに関しては，

前本学部教授川原鳳策氏の御指導を頂いた， ζ>.11:厚く御礼申し上げる。

料および方法

ウキゴリ Chaenogobiusurotaeniaの受精卵は 1969年5月中旬IL函館近郊の常盤川の砂穣床から

採集した。石の下面に生みつけられた受精卵をていねいにはぎとり，合成樹脂製の網鎗に入れガラス

製水槽中で飼育した。水温は約 130Cおよび約 150CIL分け，エアレーションを行なった。

受精後，勝出稚仔まで 12時間，または 24時間間隔で固定した。固定にはブアン液，アレンブアン

液を用い，通常のパラフイン法により厚さ 4.6.および 10，.の連続切片を作成し，それぞれデラフィ

{ルドヘマトキシリン，エオシン，アザン， アルデハイドフクシンで染色を行ない PAS試験も行な

った。

オートラヲオグラフの観察に供されたウキゴリの受精卵は1970年6月初旬に函館近郊の流渓川から

採集した。受精5-6日後から約100個の卵を蒸溜水で飼育した。受精7日後の座(全長3.2-3.3mm)

と受精8-9日後の匪(全長3.6-3. 7mm)とをそれぞれ 40個体づっ p31の 40，.Ci濃度溶液中に入れ

た。 1時間または3時間飼育した後とり出しょく洗浄した後ブアン液で5時間固定し，通常のパラフ

イン法により厚き 4，.の切片を作成した。オートラヲオグラフ用液体乳剤 NR-M2を 1.8倍に稀釈し

350-40.C IL加温して使用した。乳剤をつけた標本は約30分間室内乾燥させた後暗箱11:入れた。 3

週間露出後D-19で現像し停止液，定着液を通して水洗後デラフィールドヘマトキシリンで弱染し，

オートグラフの観察に供した。

結果

組織形成水温 150Cで飼育した卵は受精 18-19日後(全長5.4-5.5mm) IL卿出した。

甲状腺原基の発生:受精4日後の匪(全長1.8mm)では体腔は見られない。レンズは限盃κ落ち ζ
んでいるが上皮から分離していない。脊索の細胞は充実している。咽頭中央床は立方状細胞であり，

内皮組織になる問充組織の細胞が接している (Fig.1)。

受精5日後の底(全長2.3mm)では体腔が広がり，脊索細胞はすでに空胞化をはじめる。網膜に色

素は見られず，レンズはすでに上皮から分離しているが細胞と核の形ははっきりと観察できた。心臓

は持動していない。咽頭上皮は扇平細胞であり，下床は立方状細胞であった。咽頭組織に光屈折性の

小穎粒が散在した。第1-第3内臓嚢は各々の内臓溝に達していた。甲状腺原基は第二内臓嚢の前部

の明頭中央下床の膨出として出現した。原基細胞は立方状あるいは柱状である。膨出部11:は内皮組織

が密接していた (Fig.2. 3. 4)。

受精6-7日後の座(全長3.0mm)では甲状腺原基と咽頭との聞に間隙が見られ，原基は咽頭床か

ら分離し内部に一つの腔をもっ上皮嚢となった。細胞は低い円柱状で核はいくぶん基底によっていた

(Figs 5. 6)。ζの腔は受精7日後(全長3.2-3.3mm)11:消失し，幾分紡錐形の盤状の原基となり咽

頭と囲心腔とにはさまれていた (Fig.7)。原基咽頭組織との聞に内皮系組織が入っていた。

甲状腺鴻胞腔の出現:受精8-9日:後の怪(全長3.6-3.7mm)の甲状腺原基IL初めて多数の溜胞腔

が認められた (Fig.8)。しかし ζの鴻胞控中KPAS試験に陽性のコロイド物質は見ちれなかった。

受精 10日後の区(全長4.0mm)の濃胞腔中に多数の微小滴コロイドが見られた (Fig.9)。ζの時期

の症の咽頭組織は発達し，骨格系の一部と心臓の内壁とがアルシャンブルーに染まった。

府出稚仔(全長5.4-5.5mm)の甲状腺は動脈球の前部の腹大動脈の下側にあり，一つの塊状組織

であるが，組織の前部で分離した減胞が見られた。減胞腔は乙の頃コロイド物質で満たされた。しか

し.i慮胞および漉胞細胞は成体のものに比べ非常に小さい (Fig.10)。脳下垂体代塩基性細胞は見ら
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れなかった。

1131のとりこみ開始 受精7日後の症(全長3.2-3.3mm)の甲状腺原基には鴻胞腔は形成されて

いず，銀粒子も認められなかった。受精 8-9日後の底(全長3.6-3.7mm)のオートラジオグラフ

では，甲状腺K鴻胞腔が形成され，甲状腺組織上K p31の放射能による多数の銀枝子が認められた。

とくに鴻胞腔に多く見られ，細胞上にも多数見られた。他の組織上にも銀粒子が時々見られたが， そ

の数は甲状腺組織上K比ぺ非常に少なかった (Fig.11) 0 

考 察

道津7)によると，水温 150C前後で飼育したウキゴリ卵は受精 14日後に解出し全長4.1mmであ

る。またHamada的によると卿出稚仔は全長約5mmである。今回の著者の結果では，水温陳 150C

で受精 18-19日後に解出し，全長 5.4-5.5mmであった。

ζの観察でウキゴリの甲状腺原基は他の多くの脊椎動物と同様K内匪葉起源である乙とが明らかに

された。受精4日後の全長 1.8mmの匹では，咽頭中央床が立方状細胞であったが， ζの部位は受精

5日後の全長 2.3mm座で膨出しているのが認められ，甲状腺原基は第2内臓嚢の前部の咽頭中央床

の膨出として発生する乙とが明らかになった。膨出部tとは内皮組織に発達する間充組織が密接してい

た。甲状腺の発生部位と血管の対応関係はニヲマス及びブラウントラウトで指摘されているが6)， 甲

状腺発生Ir.内皮組織が何らかの誘導的作用をしている ζとが予想される。

全長 3.0mmlliでは，との膨出部はその基部がくぴれ鴫頭床から分離し中K-つの腔をもっ上皮嚢
になった。中の腔は間もなく消失し，原基と咽現組織との聞に内皮組織が入り原基は咽頭と囲心腔と

にはさまれて盤状となる。甲状腺原基中に一時的にみられる小膝についてはシロネズミの甲状腺発

生りとウサギの甲状腺発生10)で見られ，また，ネズミでも甲状腺が咽頭床の膨出として発生し，腔を

もっ獲状の盲管である 11)。一方，ネコでは甲状腺原基は長円あるいは円形の細胞塊である12)。魚類の

観察では Atlanticsalmonの甲状腺は明頭床の塊状癌起として発生するの。また，ブラウントラウト

とニヲマスでは咽頭床の肥厚部として発生するの。 甲状腺原基中の小腔は一時期Ir.出現し，すぐに消

失するものである。サケ科3種とネコの甲状腺発生過程中の授の有無について，観察する必要がある

t~ ろう。

甲状腺漉胞腔は受精 8-9日:後の全長3.6-3.7mm匪で出現した。 PAS試験Ir.陽性のコロイド微

イ摘は受精 10日後の全長 4.0mmlliの甲状腺滞胞腔中K初めて見られた。オートラヲオグラフの観
察から，全長3.6-3.7mm医の甲状腺が初めて p31をとり込u'乙とが明らかにされた。

甲状腺細胞で合成された甲状腺蛋自の沃化は滞胞腔内の周囲で行われると考えられている1引の問。

乙の ζとから今回オートラヲオグラフで観察された甲状腺細胞内の銀粒子は溜胞腔から再吸収された

{l31結合蛋自による可能性がある。 ζの時期の甲状腺細胞は成体のものに比べ非常に小さい。甲状腺

機能の分化を知るために微細構造の観療が必要とされよう。

要約

ウキゴリの甲状腺原基発生を組織学的に観察し，次のような結果を得た。なお，水温 150Cで飼育

した受精卵の解化日数は 18-19日間で解出稚仔の全長は 5.4-5.5mmであった。

1. 甲状腺原基は受精5日後の医(全長2.3mm)の咽頭中央床の膨出部として発生した。続いて咽

頭から分離して一つの腔をもっ上皮蜜となった。

2. 受精7日後の医(全長3.2-3.3mm)では，腔が消失し，いくぶん紡錘形の盤状原基となった。

3. 鴻胞腔は受精8-9日後の匪(全長3.6-3.7mm)の原基に初めて出現した。

4. コロイド物質は受精 10日後の庇(全長4.0mm)の甲状腺鴻胞腔中に多数の微小滴として見ら

れた。解出の頃tと鴻胞腔はコロイド物質で満たされた。
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5. p31によるオートラヲオグラフの観察Iとより，受精 8-9日後の座(全長3.6-3.7mm)の甲

状腺組織上IL多数の銀粒が見られ，瀦胞腔IL特IL多かった。

6. 受精 8-9日後の医の甲状腺は沃化蛋自の合成を行なっており，また，甲状腺細胞が浦胞腔内

の沃化蛋白を再吸収している可能性がある。
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Explanation of Plates 



PLATE 1 

Fig. 1. Median sagiもtalsecもionthrough色hepharyngeal region of a 1.8 mm embryo. 
p; the ventro・medianfloor of the pharynx. x 430 

Fig. 2. Median sagittal section through the pharynge晶1region of a 2.3 mm embryo. 
t; prim乱rythyroid anlage， en; endothelium. x 370 

Fig. 3. Transverse secもionthrough the pharyng，剖，1region of a 2.3 mm embryo. も;
primary thyroid anlage. x 430 

Fig. 4. Sagittal section of the白戸oidanl晶geof a 2.6 mm embryo. The arrow indicates 
ぬ.elocation of the c肝 ityin the thyroid晶nlage. x 1∞o 
Fig. 5. Sagiもtalsection of the pharyngeal region of晶 3.0mm embryo. The arrow 
indiωもesもhelocation ofもhec品，vityinもhethyroid anlage. x 430 

Fig. 6. Transverse section of the pharyngeal region of a 3.0 mm embryo. x 215 



B叫1.F乱c.Fish. Hokkaido Univ. 24 (2). PLATE 1 

TAKAGOSHI・Developmentofもhethyroid gland in a goby 



PLATEII 

Fig.7. S乱gi悦品1section of the pharyngeal region of a 3.2 to 3.3 mm embryo. x 430 

Fig. 8. Transverse section of the ph晶，ryngealregion of a 3.6ω3.7 mm embryo. f; 
follicular lumina. P AS meぬodand Delafield's hemf比oxylinstain. X 430 

Fig. 9. Sagittal section through the pharyngeal region of晶 4.0mm  embryo. The m品ny
minuぬ dropletsof colloid ma句rialare自eenin the follicular lumen (品rrows). PAS method 
and Dela貧eld'shematoxylin s句in. x430 

Fig. 10. Sagitぬ1section through the pharyngeal region of a fry (5.4 to 5.5 mm) after 
hatching. x 370 

Fig. 11. Autoradiograph of the ph品，ryngealregion of晶 3.6ω3.7mm embryo， showing 
the initiation of the l'剖 uptakeof the thyroid拍 lage. f; follicular lumen. x 880 



Bull. Fac. Fish. Hokkaido Univ. 24(2). PLATE II 

TAKAGOSID: Development ofもhethyroid gland in a goby 
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